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受験番号

氏名

生年月日

× ×

昭・平　　 . 　　.

(ココヲトジル) 商 業 簿 記

平成 22 年度　ラストスパート模試・第３予想

第 126 回対策 答案用紙

２　級　①
第
１
問

採　点　欄

第１問（20 点）

仕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　訳

借 方 科 目 金 額 貸 方 科 目 金 額

１

２

３

４

５



受験番号

氏名

生年月日

× ×

昭・平　　 . 　　.

(ココヲトジル)商 業 簿 記

平成 22 年度　ラストスパート模試・第３予想

第 126 回対策 答案用紙

２　級　②
第
２
問

採　点　欄

第２問（20 点）

（１）
　 試　　　算　　　表 　

平成 22 年
１月 31 日の
残高試算表

平成 22 年
１月１日の
残高試算表

勘 定 科 目
平成 22 年
１月１日の
残高試算表

平成 22 年
１月 31 日の
残高試算表

385,000 現 金

180,000 受 取 手 形

143,000 売 掛 金

150,000 売 買 目 的 有 価 証 券

67,000 繰 越 商 品

15,000 消 耗 品

400,000 備 品

支 払 手 形 166,000
買 掛 金 80,000
借 入 金 200,000
未 払 家 賃 3,000
貸 倒 引 当 金 8,000
減 価 償 却 累 計 額 83,000
資 本 金 800,000
売 上

仕 入

通 信 費

（　 　 　 　）
支 払 家 賃

有価証券（　　　　）
1,340,000 1,340,000

（２）控除される二重仕訳の金額　 　円



第３問（20 点）
 　貸　借　対　照　表　
 平成 21 年 12 月 31 日 （単位：円）

資産の部 負債の部

Ⅰ　流 動 資 産 Ⅰ　流 動 負 債

１ 現 金 預 金 （ ） １ 支 払 手 形 131,000
２ 受 取 手 形 331,000 ２ 買 掛 金 （ ）
３ 売 掛 金 419,000 ３ 未 払 法 人 税 等 （ ）

計 750,000 ４ （　 　 　） （ ）
（　 　 　 　 　）（ ） （ ） ５ 未 払 費 用 （ ）

４ 売買目的有価証券 （ ） 流 動 負 債 合 計 （ ）
５ 商 品 （ ） Ⅱ　固 定 負 債

６ 消 耗 品 （ ） １ （　 　 　 　 　） （ ）
７ （　　　　） 収 益 （ ） ２ 退職給付引当金 （ ）
８ （　　　　） 費 用 （ ） 固 定 負 債 合 計 （ ）

流 動 資 産 合 計 （ ） 負 債 合 計 （ ）
Ⅱ　固 定 資 産 純資産の部

１ 建 物 （ ） Ⅰ　資 本 金 （ ）
（　　　　　　　）（ ） （ ） Ⅱ　資 本 剰 余 金

２ 備 品 （ ） １ （　 　 　 　 　） （ ）
（　　　　　　　）（ ） （ ） Ⅲ　利 益 剰 余 金

３ 土 地 （ ） １ 利 益 準 備 金 （ ）
４ 満期保有目的債券 （ ） ２ 別 途 積 立 金 （ ）
５ 長 期 前 払 費 用 （ ） ３ （　　　　　　　）（ ） （ ）

固 定 資 産 合 計 （ ） 純 資 産 合 計 （ ）
資 産 合 計 （ ） 負債及び純資産合計 （ ）

受験番号

氏名

生年月日

× ×

昭・平　　 . 　　.

(ココヲトジル) 商 業 簿 記

平成 22 年度　ラストスパート模試・第３予想

第 126 回対策 答案用紙

２　級　③
第
３
問

採　点　欄



受験番号

氏名

生年月日

× ×

昭・平　　 . 　　.

(ココヲトジル)工 業 簿 記

平成 22 年度　ラストスパート模試・第３予想

第 126 回対策 答案用紙

２　級　④
第
４
問

採　点　欄

第
５
問

第４問（20 点）
問 1

仕　　　　　　　　　　　訳

借　方　科　目 金　　　額 貸　方　科　目 金　　　額

（１）

（２）

（３）

（４）

（５）

（６）

（７）

（８）

問 2　内部利益は（　　　　　　）円である。

第５問（20 点）
　通常不可避的に生ずる仕損は、（　①　）とよばれる。（　②　）は製品原価性をもつために良品が負担すべきで
あるが、それがいつ発生したかによって、その負担先が異なる。（　②　）は、第 1 工程では（　③　）のみに負担
させるが、第２工程では（　③　）と（　④　）の両者に負担させる。
　第１工程の月末仕掛品原価は（　⑤　）、完成品総合原価は（　⑥　）である。
　第２工程の当月製造費用の前工程費は（　⑦　）、第２工程の月末仕掛品原価は（　⑧　）、完成品総合原価の内
訳は前工程費が（　⑨　）、加工費が（　⑩　）である。

（用語の選択肢） 正常仕損費、 異常仕損費、 正 常 仕 損、 異 常 仕 損、 完　成　品
月末仕掛品、 不　良　品、 仕　損　品、 失　敗　品

① ② ③ ④

⑤ 　　円 ⑥ 円 ⑦ 円

⑧ 　円 ⑨ 円 ⑩ 円




